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並べられた自作のオブジェ達はまるで、論文中にも登場する“オーパーツ”（OUT OF PLACE ARTIFACTS-「場
違いな工芸品」、予期せぬ場所から発見される不可解な遺物）のようにも見える。提出作品『Blind Tactile 
Sense』のインスタレーション中央に置かれたのは、双頭の遮光器土偶だ。私達が発掘物から知り得るような
いわゆる古代的特徴で描写されたそれは考古学的な遺物にも一見みえるが、現実には双頭の特徴を持った人
間を描写した発掘物は実在しない。限られた発掘物によってしか過去を推測出来ない私達の認識の限界に対
し、このような「双頭の特徴を持つ人間の在り方が基準であった過去」の遺物からの「架空の歴史」の読み
解きを提示し、未知の世界認識の可能性を彼は投げかける。 
「胴体ないし頭蓋が結合する双子」のイメージは、論文『既知限界時間：ポスト・ヒューマンはアートの
夢を見るか』冒頭にも触れられるが、彼にとって大事な思考の源泉である。彼はその身体を、社会における
ある種の不自由な身体モデルとして考えるのではない。「意識や身体反応のうちどちらかは複数のそれであ
りどちらかは単一のそれである」という自身の知り得ぬ知覚の可能性として、真摯に注目しているのだ。双
頭の双子が同時に単語を発し続け一致と不一致を提示するイメージの映像や、双頭の骨格標本なども作品中
に含まれている。その他、性差や五感のすり替えをイメージに入れ込んだ、現代の一般的身体認識を裏切ら
せるような映像群やドローイングを、まるで現在・過去、未来が混濁した時空の博物館のように陳列してい
る。 
タイトルにあるとおり有賀は“ポストヒューマン”、つまり人間存在の後に台頭してくるであろう何らかの
知性体を念頭に置いてイメージを創出している。作品を支配する黄色と黒の二色は彼の作品の最大の特徴で
もある。人工知能やアンドロイドが可能となったポストヒューマン時代において「身体が私という表明には
もはやなり得ぬ」時代の複合的自己を示す識別記号色としてそれを演出している面もあるが、他方では彼自
身が言語化出来ない肉体の嗜好や欲望に関係ある色として、その色に取り巻かれる自己をまるで実験モデル
のように知覚しながら作品制作を進めている部分もあるようだ。 
奇妙に整理された記号性と生々しく生存の不穏をかき立てる身体性を同時に持ち合わせる、特異な作品の
世界観が、全員の指導教員に評価された。論文は未だ未消化な部分もあり新たな身体知覚を模索するキーワ
ードを出す作業に終始している感があるが、作品に沿った作家独自のスリリングな証言を孕んだ優れた記述
もあり、その点が評価され、作品・論文ともに合格とした。 
